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第
34
号 

 

平
成
二
八
年(

二
〇
一
六)

二
月
三
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

川
越
の
和
算
家
と
算
額 

  

川
越
の
和
算
家
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
家
か
ら
そ

れ
程
遠
く
な
い
の
に
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
調
べ
ま
せ
ん

で
し
た
。
わ
ず
か
に
市
立
博
物
館
で
の
見
学
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
た
程
度
で
し
た
（
第
16
号
参
照
）。 

そ
れ
は
『
川
越
の
算

額
と
和
算
家
』（
川
越
市

立
博
物
館
、
平
成
15
年
）

と
い
う
立
派
な
書
物
が

既
に
発
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
因
り
ま
す
。
さ

す
が
歴
史
あ
る
川
越
が

発
行
す
る
書
物
と
い
う

感
じ
の
す
る
書
物
で
、

解
法
も
含
め
て
様
々
な

内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
こ
で
は
主
に
同
書

を
参
考
に
、
川
越
の
和

算
家
と
算
額
な
ど
に
つ

い
て
ま
と
め
ま
す
。 

  

川
越
の
和
算
家
に
は
川
越
藩
士
が
多
く
、
藩
士
は

主
に
江
戸
詰
め
や
大
坂
詰
め
を
経
験
す
る
中
で
算
学

を
学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
彼
等
に
教
え
を
受

け
た
者
に
は
農
民
も
多
く
い
ま
す
。
伝
系
を
図
１
に

示
し
ま
す
。 

（
一
）
手
島
喜
次
郎
清
春 

 

手
島
清
春
は
川
越
藩
士
で
内
田
五
観
の
門
人
。
藩

士
や
領
民
に
算
術
を
教
え
た
。『
演
段
参
伍
解
』（
安

政
二
年
序
）
を
著
し
て
い
ま
す
。
門
人
に
加
藤
重
信
・

大
沢
清
五
郎
・
沢
田
理
則
・
武
田
喜
代
治
郎
（
三
芳

町
、「
利
足
年
賦
算
」（
天
保
十
一
年
）
を
著
す
）
が

い
ま
す
。 

 

（
二
）
加
藤
新
吉
郎
重
信 

 

川
越
藩
士
の
加
藤
重
信
が
天
保
六
年
十
一
月
に
氷

川
大
明
神
社
（
氷
川
神
社
）
に
奉
納
し
た
算
額
の
内

容
は
、「
球
缺
内
容
五
球
術
解
」
と
い
う
稿
本
に
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
、
解

読
も
続
け
て
示
し
ま
す
。
術
文
は
二
つ
あ
る
。 

文
献(

1)

に
よ
る
解
法
は
球
の
外
接
関
係
な
ど

か
ら
未
知
数
９
個
を
用
い
て
９
つ
の
式
を
立
て
、
こ

れ
を
解
い
て
い
ま
す
。 

 

所
献
於
武
州
川
越
氷
川
大
明
神
社
算
法 

 
 
 
 
 
 
 
 

今
有
如
図
球
缺
内
容
五
球
甲
球 

                

径
二
百
八
十
四
寸
乙
球
径
二
百 

                

一
十
三
寸
丙
球
径
一
百
四
十
二 

 
 
 
 
 
 
 
 

寸
問
丁
球
径
幾
何 

                 

答
曰
丁
球
径
七
十
二
寸 

                

術
曰
置
甲
球
径
乗
乙
球
径
名 

 
 
 
 
 
 
 
 

極
以
丙
球
径
除
之
以
減
甲
乙 

球
径
和
余
自
之
以
極
除
之
以
減
三
個
余
乗
乙
丙 

球
径
差
以
乙
球
径
除
之
加
一
個
以
除
丙
球
径
得

図１ 川越の和算家の伝系（２） 

石
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本

郷
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村
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丁
球
径
合
問 

                   

手
島
喜
次
郎
清
春 

 
 

天
保
六
年
乙
未
十
一
月 

 

加
藤
新
吉
郎
重
信 

             
術
曰
以
甲
球
径
除
乙
球
径
名
初
以 

 
 
 
 
 
 

丙
球
径
除
乙
丙
球
径
差
名
末
以
減 

 

初
余
自
之
以
初
除
之
以
減
四
個
余
乗
末
加
一
個
以 

 

除
乙
球
径
得
丁
球
径
合
問 

 

（
三
）
沢
田
千
代
次
郎
理
則 

（
文
化
十
二
年
？
～
明
治
元
年
）
五
十
四
歳 

 

古
谷
上
村
の
沢
田
理
則
は
、
算
術
と
測
量
術
を
手

島
清
春
か
ら
学
ん
で
い
て
、
天
保
十
二
年
八
月
に
古

谷
本
郷
の
古
尾
谷
八
幡
神
社
に
二
問
の
算
額
を
奉
納

し
て
い
ま
す
。
一
問
目
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
な
お
、
最
後
に
「
関
流
七
伝
手
島
清
春
門
人 

古
谷
上
村 

沢
田
千
代
次
郎
理
則
」
と
あ
り
、
前
述

の
手
島
は
関
流
七
伝
を
称
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

今
有
如
図
直
内
容
五
円
木
円
径 

一
十
七
寸
問
水
円
径
幾
何 

 

答
曰
水
円
径
一
十
零
有
奇 

術
曰
置
八
箇
開
平
方
加
三
箇
名 

極
置
二
十
四
箇
開
平
方
以
減
五 

箇
余
乗
極
与
木
径
得
水
径
合
問 

          

 

（
四
）
宮
沢
熊
五
郎
一
利 

（
文
政
四
年
～
明
治
四
十
一
年
）
八
十
八
歳 

宮
沢
一
利
は
文
政
四
年
川
越
の
生
ま
れ
。
川
越
藩

士
。
内
田
五
観
に
算
術
と
測
量
術
を
学
ぶ
。
慶
応
二

年
に
川
越
藩
主
松
平
大
和
守
が
前
橋
へ
帰
城
す
る
と

そ
れ
に
従
い
、
明
治
二
年
に
は
藩
の
測
量
算
術
教
師

に
な
り
、
明
治
五
年
に
県
の
庶
務
課
地
理
係
を
命
じ

ら
れ
、
明
治
四
十
一
年
に
亡
く
な
り
ま
す
。
門
人
に

大
野
旭
山
・
戸
田
弥
太
郎
利
高
が
い
ま
す
。 

  

『
量
地
術
初
伝
之
巻
』（
万
延
元
年
、
写
本
）（
３
）

は
大
野
旭
山
手
沢
本(

し
ゆ
た
く
ぼ
ん)

で
、地
方
測
量
之
大

意
と
題
し
て
測
量
術
の
基
本
が
書
か
れ
て
い
て
、
最

後
に
「
右
積
年
依
深
志
測
量
大
意
初
傳
令
傳
授
者
也 

宮
沢
熊
五
郎
」（
宛
先
は
な
い
）
と
あ
り
ま
す
。
同
じ

内
容
の
も
の
と

思
わ
れ
る
「
免

許
状
」
が
文
献

(

1)

に
掲
載

さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
は
花
押

と
大
野
左
吉
殿
宛
て
が
あ
り
ま
す
（
図
４
）。
免
許
状

の
内
容
を
書
き
写
し
た
も
の
が
前
述
の
『
量
地
術
初

伝
之
巻
』
で
あ
ろ
う
か
。 

 

（
五
）
大
野
旭
山
輝
範 

（
享
和
二
年
～
明
治
十
六
年
）
八
十
二
歳 

 

大
野
旭
山
は
俗
名
を
佐
吉
と
い
い
、
谷
斎
・
鳳
倦

堂
・
董
亭
軒
と
も
称
し
た
。
算
術
を
最
上
流
の
塩
野

転(

う
た
た)

頼
近
（
石
田
本
郷
、
小
泉
傳
蔵
理
永
の
門

人
）
に
学
び
、
測
量
術
を
宮
沢
一
利
に
学
ん
だ
。
万

 
 

 
を得る）②　（①を変形して②

末＋
初

初ー末

　とすると、末＝（術２）　初＝

①

極

極

とすると（術１）　極＝

寸。答はは幾つか。寸のとき丁径丙径＝

、、乙径＝。甲径＝のように外接している

それぞれの球が図を内接させ、さらに、の５球（丙球は２球）

ない）に甲乙丙丁た部分（半球とは限ら図のように外球の欠け

２
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図２ 古尾谷八幡神社算額（１） 

図３ 『量地術初
伝之巻』（３）  

  木円径極水円径＝

極とすれば、術は、

寸は幾つか。　　答は

寸の場合、水円径木円径が

あるとき、ように入った長方形が

が図の木水金火土の５個の円
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延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
宮
沢
か
ら
『
量
地
術
初
伝

巻
』
を
伝
授
さ
れ
る
。
明
治
四
年
石
田
の
藤
宮
神
社

に
算
額
を
奉
納
し
ま
し
た
。
明
治
六
年
に
は
入
間
郡

岸
村
・
谷
中
村
、
高
麗
郡
藤
金
村
、
比
企
郡
川
口
村
、

足
立
郡
中
野
林
村
な
ど
の
測
量
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

算
額
に
は
「
奉
献 
最
上
流
」
と
あ
り
、
問
文
と
答

文
の
後
に
「
塩
野
転
頼
近
門

人 

武
蔵
国
入
間
郡
谷
中
村 

願
主
鳳
倦
堂 

大
野
旭
山
輝

範
」
と
あ
り
ま
す
。
問
題
は

図
で
甲
円
径
が
三
寸
の
と
き

に
丙
円
径
を
問
う
も
の
で
す
。

算
額
の
大
部
分
を
占
め
る
面

積
に
は
世

話
人
門
人

五
三
八
名

も
の
名
が

記
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

（
六
）
鈴
木
金
六
郎
宗
徳  

 

鈴
木
宗
徳
は
川
越
藩
士
で
江
戸
の
長
谷
川
弘
に
師

事
し
ま
し
た
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
の
長
谷
川

数
学
道
場
の
社
友
列
名
の
量
地
術
免
許
之
部
に
名
前

が
載
っ
て
い
る
と
い
う
。
甲
斐
広
永
の
「
量
地
図
説
」

（
初
学
者
用
測
量
書
、
嘉
永
五
年(

一
八
五
三)

）
に

序
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
量
地
術
」（
嘉
永
五

年
）
を
著
し
て
い
ま
す
。 

（
七
）
増
田
藤
助
暉
之 

 

群
馬
の
榛
名
神
社
の
算
額
（
文
化
八
年
）
は
石
田

元
圭
の
門
人
八
人
に
よ
る
も
の
だ
が
、増
田
暉
之（
川

越
藩
士
）
の
名
は
そ
の
筆
頭
に
記
さ

れ
て
い
る
。
問
題
は
下
図
で
菱
長
が

四
寸
菱
平
が
三
寸
の
と
き
に
容
円
径

を
問
う
も
の
で
す
。
増
田
暉
之
は
川

越
藩
の
堰
方
小
奉
行
を
勤
め
て
い
て

前
橋
陣
屋
勤
務
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。  

 

（
八
）
戸
田
新
三
郎
高
常 

 

志
垂
村
（
川
越
市
山
田
）
の
戸
田
高
常
の
門
人
六

十
三
名
は
安
政
三
年
三
月
に
府

川
の
八
幡
神
社
に
三
問
の
算
額

を
奉
納
し
て
い
る
。
戸
田
高
常

は
初
め
吉
右
衛
門
と
い
い
、
後

に
新
三
郎
高
常
と
改
め
て
ま
す
。

関
流
で
す
が
伝
系
は
不
明
で
す
。 

 

こ
の
算
額
は
和
紙
に
書
か
れ

た
も
の
を
板
の
上
に
貼
っ
た
珍

し
い
も
の
で
す
。
第
一
問
は
長

方
形
内
に
楕
円
と
四
個
の
同
じ

正
方
形
と
二
個
の
同
じ
小
円
が

図
の
よ
う
に
あ
る
と
き
に
、
長

方
形
の
二
辺
の
長
さ
と
楕
円
の

短
径
と
か
ら
正
方
形
の
一
辺
の

長
さ
及
び
小
円
径
を
求
め
る
も

の
で
す
。
こ
の
問
題
は
「
豁
機

算
法
」（
志
野
知
郷
、天
保
八
年
）、

「
算
法
直
術
正
解
」（
平
内
延
臣
、

天
保
十
一
年
）、「
算
法
楕
円
解
」

（
村
田
恒
光
、
天
保
十
三
年
）

に
同
じ
問
題
が
載
っ
て
い
ま
す
。

第
二
問
は
図
の
よ
う
な
扇
地
紙

形
の
重
心
に
関
す
る
問
題
で
す
。 

 

第
三
問
は
図
に
示
す
よ
う
に
、

外
円
（
半
径
ｒ
）
と
、
外
円
に

内
接
す
る
大
円
（
源
円
、
半
径

ｘ
）
の
隙
間
に
互
い
に
接
す
る

累
円
（
半
径
ｒ１ 

、
ｒ２

…
ｒｎ 

）

が
あ
る
場
合
、（
ｒ
は
一
定
で
ｘ

が
変
化
す
る
と
き
）
ｒｎ

の
最
大

を
求
め
る
も
の
で
す
。
原
文
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
術
文
は
ｒｎ

＝
ｒ
／
２ｎ

と
あ
り
ま
す
。
文
献(

1)

は
こ
の
問
題
を
「
デ
カ
ル

ト
の
円
定
理
」
か
ら
ｒｎ

の
一
般
解
を
求
め
、
そ
れ
か

ら
ｘ
を
変
数
と
し
て
ｒｎ

の
最
大
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

今
有
如
図
円
内
容
源
円
及
累
円 

仮乃

画不

六動

個寄

 隅

其
外
円
径
若
干

問
隨
容
円 

数
得
至
止
円
径
術
如
何 

 
 
 

答
曰
如
左
術 

術
曰
以
容
円
数
除
外
円
径
得
至
大
止
円
径
合
問 

 
 

ｒｎ

の
一
般
解
（
次
頁
下
に
示
す
）
を
求
め
る
問
題

は
法
道
寺
善
の「
観
新
考
算
変
」の
中
に
あ
り
ま
す
。

図４ 免許状の一部（１） 

図５ 府川八幡算額(安政 3年) 
（2014 年 11月の見学会(16号参照)の際に撮影） 

右から第 1問、2問、3問 
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こ
れ
は
反
転
法
に
似
た
「
算
変
法
」
を
述
べ

た
も
の
で
す
。
算
変
法
は
円
と
直
線
に
関
す

る
図
形
問
題
に
解
法
を
与
え
る
も
の
で
安
政

七
年
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
観
新
考
算

変
」
と
い
う
書
物
は
複
数
地
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
（
萩
原
本
、
田
原
本
、
土
屋
本
な
ど
）。

萩
原
本
の
最
初
に
は
「
本
朝
由
来
数
学
家
此

術
未
有
之
因 (

い
ま
だ
こ
れ
あ
ら
ざ
る
に
よ
り)

挙
之 

法
道
寺

観
山
」（
４
）

と
法
道
寺
が
初
め
て
示
し
た
解
法
で
あ
る

こ
と
を
謳
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
九
）
戸
田
喜
四
郎
高
次 

 

志
垂
村
（
川
越
市
山
田
）
の
戸
田
高
次
は
安
政
五

年
十
一
月
に
府
川
の
八
幡
神
社
に
算
額
を
奉
納
し
て

い
ま
す
。
算
額
は
左
側
が
四
角
で
右
側
が
絵
馬
型
の

形
を
し
て
い
て
珍
し
い
。

劣
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

文
献(

1)

に
は
詳
細

が
書
か
れ
て
い
て
、
二

問
の
容
術
が
あ
り
ま
す
。 

  

戸
田
喜
四
郎
の
名
は
、

前
述
の
安
政
三
年
の
府

川
八
幡
算
額
に
戸
田
高

常
の
門
人
の
筆
頭
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
十
）
奥
貫
五
平
次 

他 

 

久
下
戸
の
奥
貫
五
平
次
ら
六
名
は
文
化
八
年
正
月

に
久
下
戸
の
氷
川
神
社
に
四
問
の
算
額
を
奉
納
し
て

い
ま
す
。
奥
貫
の
他
は
、
同
村
の
関
根
貞
六
・
関
根

富
蔵
・
沢
田
金
十
郎
、
渋
井
村
の
江
尻
與
七
、
古
谷

本
郷
の
吉
崎
源
蔵
で
す
が
、い
ず
れ
も
伝
系
は
不
明
。

一
問
目
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

今
有
如
図
大
円
内
鉤
股
弦
容
隨
鉤
股
弦
円
」
周
三

ヶ
津
空
円
只
云
京
都
大
阪
径
ヲ

和
〆
」
三
分
之
二
ヲ
鉤
二
分
一

和
〆
共
一
拾
二
寸
」
又
云
江
戸

径
一
拾
五
寸
間
京
都
大
阪
」
幾

何 

答
曰
京
都
径
三
寸
大
阪
径 

六
」
寸 

 
 
 

乃
円
積
率
七
五
」 

術
曰
立
天
元
一
為
京
径
六
之
加
入
又
曰
」
数
六
段

ヲ
自
之
寄
左
○
列
只
云
数
九
段
自
」
之
与
寄
左
相

消
得
開
方
式
開
平
方
得
京
」
径
推
前
術
得
各
合
問 

          

参
考
文
献 

(

1)

川
越
市
立
博
物
館
「
川
越
の
算
額
と
和
算
家
」
平
成
15
年 

(

2)

川
越
市
立
博
物
館
『
川
越

の
算
額
と
和
算
家 

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
』
平
成
15
年 

(

3)

宮
沢
熊
五
郎
『
量
地
術
初

伝
之
巻
』（
東
北
大
学
和
算
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
） 

(

4)

法
道
寺
善
『
観
新
考
算
変
』

（
東
北
大
学
和
算
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
） 

(

5)

野
口
泰
助
『
埼
玉
県
数
学

者
人
名
小
辞
典
』
昭
和
36
年 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

一
月
二
十
六
日
、
川
越
の
算
額
に
関
係
す
る
四
つ

の
神
社
を
見
学
し
ま
し
た
。
算
額
は
市
立
博
物
館
に

あ
り
見
ら
れ
な
い
の
は
承
知
済
み
で
し
た
が
、
こ
う

い
う
所
に
掲
額
さ
れ
て
い
た
ん
だ
と
い
う
の
が
わ
か

る
だ
け
で
も
い
い
か
な
と
の
思
い
で
し
た
。
久
下
戸

の
氷
川
神
社
は
小
ぶ
り
で
す
が
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

結
構
重
厚
な
建
物
で
し
た
。
算
額
説
明
の
標
識
が
あ

る
の
は
こ
こ
だ
け
で
し
た
。 
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図６ 府川八幡算額(安政 5年) 

（2014 年 11月見学会） 

   

   

   

を得る。　これから、京

江阪江＋京＋阪

江京江＋阪江　　

るとすれば　弦は大円の中心を通

いようである。　但しこれは正しくな

京京　　

下のようにとれる　術文を意訳すると以

は６寸答、京径は３寸、阪径

径及び阪径は幾つか。江径が１５寸のとき京

半分との和が１２寸、和の３分の２と、鉤の

ある。京径と阪径のって円周に３つの空円

股弦と、鉤股弦に随図のように大円内に鉤
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図７久下戸氷川神社算額(文化8年)（２） 


